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５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。
４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。
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自身の関心に基づいて先行研究の収集と読解、検討を通じ、自身の研究課題を明確にする。
自身の研究課題に適した調査研究方法をデザインする。
以上にもとづき、修士論文の中間審査書類を作成する。
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人文社会看護学分野の特論・演習を踏まえて研究テーマを作成し、心理学・社会学・比較文化学の先行研究を踏まえながら適
切な研究手法について検討する。これを通じて、修士論文の中間審査書類を完成させる。

先行研究の収集・読解・検討を通じ自身の研究課題を明確にすること。そして、それにふさわしい調査研究方法をデザインす
ること。

適宜指示します。

教科書

授業における報告（50%）、研究計画の進捗状況（50%)

1年次
後期

研究テーマをめぐる背景的知識を十分に得るように心がけてください。

履修
年次


